
（1）

が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
行
く
末
を

見
守
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
公
共
図
書
館
が
社
会
装
置
と
し
て
機
能

し
て
い
く
に
は
、
そ
の
利
用
を
増
や
す
こ

と
が
大
原
則
で
あ
り
、
今
、
彼
ら
は
そ
の

こ
と
に
成
功
し
て
い
る
の
だ
か
ら
…
。

　
武
雄
市
図
書
館
を
訪
問
し
た
翌
日
、
お

隣
の
伊
万
里
市
民
図
書
館
に
行
き
、
三
時

間
に
渡
っ
て
古
瀬
館
長
の
お
話
を
伺
っ

た
。
そ
の
取
り
組
み
を
聞
い
て
、
な
ぜ
館

の
名
称
が
「
市
立
」
で
は
な
く
て
「
市
民
」

図
書
館
な
の
か
が
よ
く
理
解
で
き
た
。

　
今
回
訪
問
し
た
二
つ
の
市
立
図
書
館
の

運
営
方
針
は
、
隣
接
し
た
市
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ま
っ
た
く
別
の
も
の
で
あ

り
、
む
し
ろ
対
局
に
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
両
館
が
い
ず
れ
も
、
古

く
か
ら
あ
る
図
書
館
の
固
定
観
念
に
捉
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
変
化
し
続
け
て
い
る
と

こ
ろ
に
注
目
し
た
い
。

　
詳
し
く
は
、
十
月
四
日
実
施
予
定
の
臨

時
研
修
会
で
紹
介
し
ま
す
。
　

　
武
雄
市
図
書
館
が
今
年
四
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
そ
の
前
後

か
ら
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
マ
ス
コ
ミ

で
、
一
斉
に
報
道
さ
れ
は
じ
め
る
。

　
公
共
図
書
館
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
注
目

さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
、
か
つ
て
ど
れ
ほ

ど
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
？

　
マ
ス
コ
ミ
の
関
心
は
、
書
店
や
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
と
の
併
設
で
あ
り
、
館
内
で
飲

食
し
な
が
ら
本
を
閲
覧
で
き
る
と
こ
ろ
、

そ
し
て
図
書
館
利
用
が
蔦
屋
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
に
付
加
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
私
が
武
雄
市
図
書
館
を
訪
れ
た
の
は
六

月
、
平
日
の
朝
十
一
時
。
到
着
時
の
駐
車

場
に
は
す
で
に
百
台
を
超
え
る
車
が
並
ん

で
い
る
。
大
盛
況
で
あ
る
。

　
後
に
広
報
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

今
年
度
四
〜
六
月
の
来
館
者
計
が
、
一
昨

年
の
年
間
ト
ー
タ
ル
に
匹
敵
す
る
と
い

う
。

　
館
内
に
入
っ
て
ま
ず
目
に
つ
く
の
は
天

井
の
高
さ
、
次
い
で
、
入
り
口
か
ら
間
近

の
所
で
、
販
売
目
的
に
平
積
み
さ
れ
た
百

田
尚
樹
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
本
で
あ
る
。

　
そ
し
て
そ
の
右
手
に
は
、
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
の
カ
ウ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
そ
の
奥
に

は
、
早
々
と
来
館
さ
れ
た
多
く
の
利
用
者

な
ら
ぬ
お
客
様
方
が
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

な
が
ら
本
を
読
ん
で
お
ら
れ
る
。

　
図
書
館
関
係
者
の
中
に
は
、
改
装
後
の

武
雄
市
図
書
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
否

定
的
に
捉
え
て
い
る
人
も
い
る
。
し
か
し

公
共
図
書
館
の
利
用
が
増
え
る
こ
と
は
、

大
い
に
結
構
な
こ
と
だ
。

　
で
は
い
っ
た
い
そ
の
要
因
と
は
何
か
？

　
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
図
書
館
の
本

を
閲
覧
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
図
書
館
運

営
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
甚
だ
衝
撃
的
な

こ
と
だ
が
、
利
用
者
に
と
っ
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
？

　
館
内
の
書
店
ス
ペ
ー
ス
は
そ
れ
ほ
ど
広

い
と
は
言
え
な
い
。
つ
ま
り
購
入
図
書

が
、
量
的
に
そ
れ
ほ
ど
充
実
し
て
い
る
訳

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
に
つ
い
て
判
断
す
る
の
は
難
し

い
が
、
そ
の
こ
と
だ
け
で
、
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
利
用
率
を
あ
げ
て
い
る
と
は
考
え
に

く
い
。

　
や
は
り
マ
ス
コ
ミ
へ
の
露
出
効
果
が
最

大
の
要
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
し
て
図
書
館
内
に
書
店
、
喫
茶
、
Ｃ

Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
ン
タ
ル
店
が
併
設
さ
れ
て

い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
図
書
館
に
足
が
向
か

う
動
機
付
け
が
、
二
つ
三
つ
重
複
し
て
存

在
す
る
こ
と
は
重
要
だ
。

　
武
雄
市
図
書
館
の
杉
原
館
長
は
、
「
未

だ
に
こ
の
変
化
が
本
当
に
良
か
っ
た
の
か

ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
現
在
の
賑

わ
い
が
、
今
後
ず
っ
と
継
続
す
る
と
考
え

て
い
る
訳
で
も
な
い
。
実
は
、
市
外
利
用

者
の
あ
ま
り
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
せ
い

か
、
地
元
市
民
の
登
録
率
が
芳
し
く
な

い
。
今
の
状
態
が
落
ち
着
け
ば
、
今
度
こ

そ
地
元
住
民
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い

き
た
い
。
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

　
い
た
ず
ら
に
武
雄
市
の
取
り
組
み
を
図

書
館
界
の
異
分
子
と
捉
え
る
の
で
は
な

く
、
大
局
に
立
っ
て
、
今
、
武
雄
市
で
何
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平
成
二
十
五
年
度
京
図
連
協
定
期
総
会

が
、
平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
四
日
（
水
）

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、
京
都
府
立
図
書

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
行
事
で
、
こ
の
春
の
人
事
異
動
に

よ
り
南
丹
市
立
中
央
図
書
館
長
と
な
ら
れ

た
麻
田
会
長
か
ら
、
昨
年
は
京
都
府
内
で

も
、
豪
雨
に
よ
り
図
書
館
そ
の
も
の
に
は

被
害
が
な
か
っ
た
も
の
の
、
休
館
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
例
が
あ
っ
た
。
昨
年
十
二
月

に
改
正
さ
れ
た
「
公
立
図
書
館
の
設
置
及

び
運
営
上
の
望
ま
し
い
基
準
」
に
、
危
機

管
理
の
項
目
が
新
た
に
追
加
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
に
備
え
、
災
害
時
に
お
け
る
図
書
館

の
対
応
や
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
、

普
段
か
ら
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
災
害
な
ど
の
非
常
時
に
、
図
書

館
同
士
で
助
け
合
う
た
め
に
は
、
常
日
頃

か
ら
、
近
隣
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
く
の
図
書

館
と
も
気
軽
に
情
報
交
換
を
し
て
、
お
互

い
の
状
況
を
よ
く
知
り
あ
い
、
つ
な
が
っ

て
い
な
け
れ
ば
難
し
い
と
思
う
と
述
べ
ら

れ
、
定
期
総
会
後
の
情
報
交
換
の
場
を

き
っ
か
け
に
、
館
長
は
も
ち
ろ
ん
、
職
員

同
士
の
交
流
が
活
発
に
な
る
よ
う
期
待
し

て
お
り
ま
す
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
続
い
て
、
来
賓
の
山
﨑
国
立
国
会
図
書
館
関

西
館
次
長
、
阿
部
京
都
府
教
育
庁
指
導
部
社
会

教
育
課
長
か
ら
祝
辞
、
宮
野
京
都
府
立
図
書
館

長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
二
十
五
年
度
の
理
事
が

紹
介
さ
れ
、
仁
科
八
幡
市
立
図
書
館
長
を
議

長
に
選
出
し
、
加
盟
館
四
十
九
館
中
、
出
席

二
十
一
館
、
委
任
状
二
十
五
館
に
よ
り
総
会

が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
議
事
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
事
内
容

　
事
務
局
か
ら
平
成
二
十
四
年
度
の
会
務

報
告
及
び
決
算
報
告
を
行
い
、
監
事
の
松

野
京
都
市
北
図
書
館
長
か
ら
監
査
報
告
が

な
さ
れ
、
会
務
報
告
・
決
算
報
告
と
も
に

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
監
事
に
松
野
京
都
市
北
図
書

館
長
、
橋
本
長
岡
京
市
立
図
書
館
長
、
顧

問
に
中
西
京
都
市
中
央
図
書
館
長
、
伊
藤

京
都
府
立
総
合
資
料
館
長
、
宮
野
京
都
府

立
図
書
館
長
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
事
務
局
か
ら
平
成
二
十
五
年
度

事
業
計
画
案
及
び
予
算
案
の
説
明
を
行

い
、
と
も
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
功
労
者
（
団
体
）
表
彰

　
総
会
後
、
府
内
の
図
書
館
等
で
読
み
聞

か
せ
等
図
書
館
活
動
や
読
書
活
動
の
振
興

に
寄
与
さ
れ
た
団
体
・
個
人
を
表
彰
し
、

永
年
の
活
動
を
称
え
ま
し
た
。

◆
功
労
者
（
団
体
）
一
覧

醍
醐
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
　
ひ
び
き

代
表
　
鹿
毛
　
照
美
様
　
　 

其
枝
な
か
よ
し
文
庫

　
　
　
　
　
代
表
　
安
田
　
智
子
様
　
　

本
と
お
話
の
会
　
パ
ン
フ
ル
ー
ト

代
表
　
入
江
　
雅
子
様
　
　

小
野
田
　
照
代
様

本
の
修
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
代
表
　
三
木
　
愼
一
様
　
　

甲
山
　
扶
美
子
様
（
京
都
市
中
央
図
書
館
）

田
畑
　
倫
子
様
（
京
都
市
中
央
図
書
館
）

林
　
和
香
様
（
京
都
市
醍
醐
中
央
図
書
館
）

秋
川
　
由
香
里
様
（
精
華
町
立
図
書
館
）

◆
情
報
交
換
会

　
今
回
の
情
報
交
換
会
は
、
府
内
全
域
の

加
盟
館
の
方
々
が
一
堂
に
会
す
る
機
会
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
情

報
交
換
を
行
い
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
従
来
の
講
演
会
に
替
え
て
今
年

度
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
参
加
者
全
員
に
一
分
以
内

で
、
自
己
紹
介
、
自
館
の
特
徴
や
力
を
入

れ
て
い
る
点
、
あ
る
い
は
日
常
業
務
で
課

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
順
に
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
に
、
昨
年
度
末
に
、
情
報
交
換
会

で
話
し
合
い
た
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
結
果
を
も
と
に
、
Ⅰ

危
機
管
理
（
対
人
ト
ラ
ブ
ル
、
災
害
対
策

等
）
に
関
す
る
課
題
、
Ⅱ
管
理
運
営
（
職
員

体
制
、
休
日
開
館
、
予
算
等
）
に
関
す
る

課
題
、
Ⅲ
図
書
館
資
料
（
選
書
、
資
料
破
損

等
）
に
関
す
る
課
題
、
Ⅳ
利
用
者
サ
ー
ビ

ス
（
高
齢
者
、
Ｙ
Ａ
、
障
害
者
等
）
に
関
す

る
課
題
、
Ⅴ
館
外
と
の
連
携
（
学
校
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
他
館
）
に
関
す
る
課
題
の
５

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ら
の

テ
ー
マ
を
皮
切
り
に
、
各
館
で
の
日
常
業

務
で
の
課
題
や
、
他
館
で
の
基
準
や
対
応

の
仕
方
な
ど
聞
い
て
み
た
い
事
例
等
に
つ

い
て
、
自
由
に
情
報
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
各
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た

内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
報
告
が
あ
り
、
参

加
者
の
中
に
は
、
初
め
て
図
書
館
に
勤
務

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
館
長
も
お
ら
れ
た

の
で
、
ど
の
図
書
館
等
で
も
類
似
す
る
課

題
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
等
の
状

況
に
応
じ
て
様
々
な
工
夫
を
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
館
長

と
面
識
も
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
と
の
感

想
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
「
常
に
一
歩
先
を
！
―
市
民
の
集
い

と
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中

心
と
し
て
の
図
書
館
」
〜
京
都
・
ケ
ル
ン

姉
妹
都
市
提
携
五
十
周
年
記
念
〜
』
と

題
し
て
、
「
ケ
ル
ン
市
立
図
書
館
長
ハ
ン

ネ
ロ
ー
レ
・
フ
ォ
ー
ク
ト
氏
の
講
演
会
」

が
、
平
成
二
十
五
年
五
月
十
三
日
（
月
）

午
後
二
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、

ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト
・
ヴ
ィ
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ラ
鴨
川
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講

演
会
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
ケ
ル
ン
市
は
人
口
百
万
人
で
、
ド
イ
ツ

で
四
番
目
に
大
き
な
都
市
で
す
。
ケ
ル
ン

市
立
図
書
館
は
、 
中
央
図
書
館
と
十
一
の
分

館
、
一
台
の
移
動
図
書
館
、 

視
覚
障
害
者
図

書
館
か
ら
な
り
ま
す
。
移
民
が
多
い
土
地

で
、 

利
用
者
の
七
割
が
四
十
歳
未
満
で
す
。

　
ケ
ル
ン
市
立
図
書
館
は
、
企
業
か
ら
現

物
の
寄
付
を
受
け
、 

様
々
な
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。
寄
付
は
予
算
の
五
％
程
度

で
す
。
ス
ポ
ン
サ
ー
を
獲
得
す
る
為
に
、 

図
書
館
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
せ
、 

常
に
人
々
を
驚
か
せ
る
よ
う
な
存

在
で
あ
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、 

例
え
ば
図
書
館
の
利
用
冊
数
を
た
だ
そ
の

ま
ま
数
値
と
し
て
出
す
の
で
は
な
く
、「
六

秒
間
に
一
冊
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
。」
な

ど
と
、
わ
か
り
や
す
く
表
現
す
る
こ
と
で
、

図
書
館
が
い
か
に
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る

か
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　
寄
付
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
特
長
的

な
取
り
組
み
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

「
ミ
ニ
図
書
館
（
ミ
ニ
ビ
ブ
）
」

　
公
園
の
中
に
あ
り
、 

誰
で
も
利
用
登
録

な
し
で
、
発
行
後
二
年
以
内
の
新
し
い
資

料
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
い
つ

で
も
い
い
か
ら
返
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と

お
願
い
す
る
だ
け
で
、
返
却
率
は
七
割
程

度
で
す
。

　
図
書
館
へ
の
敷
居
を
低
く
す
る
取
り
組

み
と
し
て
成
功
し
て
い
ま
す
。

「
ミ
ス
テ
リ
ー
自
動
貸
出
機
」

　
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
ば
か
り
八
百
冊
を
、 

自
動
的
に
貸
出
・
返
却
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
要
利
用
登
録
）
。
人
通
り
の
多

い
、 

地
下
鉄
の
駅
に
つ
な
が
る
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
ま
し
た
。

三
百
六
十
五
日
・
二
十
四
時
間
利
用
で

き
、
蔵
書
検
索
・
貸
出
延
長
・
予
約
も
可

能
で
す
。
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
、 

壁
面

を
広
告
に
使
え
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　
他
に
も
、
自
分
の
レ
コ
ー
ド
を
デ
ジ
タ

ル
化
で
き
る
ブ
ー
ス
や
、
Ｍ
ａ
ｃ
で
作
曲

を
し
て
楽
譜
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
る

ブ
ー
ス
の
設
置
、 

電
子
書
籍
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
の
貸
出
、 

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
い

ち
早
く
導
入
し
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
な
ど
、 
常
に
図
書
館
が
最
先
端
技
術

に
触
れ
ら
れ
る
場
で
あ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
ｉ
ｐ
ａ
ｄ
や
Ｗ
ｉ
ｉ
を
使
っ

た
イ
ベ
ン
ト
を
開
く
こ
と
で
、 

そ
の
技
術
を

体
験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、 

機
械

の
使
い
方
は
、 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
重
要
だ

と
考
え
、 

お
客
様
重
視
の
姿
勢
を
貫
い
て

い
ま
す
。
図
書
館
は
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
り
、 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
な
役
割

を
果
た
し
ま
す
。
例
え
ば
苦
情
処
理
で
す

が
、 

四
年
前
か
ら
専
門
の
担
当
者
を
置
き
、 

目
安
箱
を
設
置
し
、 

回
答
を
三
日
以
内
に

行
っ
て
い
ま
す
。
回
答
が
す
ぐ
に
で
き
な

い
場
合
も
そ
の
旨
を
返
事
し
ま
す
。
さ
ら

に
、 

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
・
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ

ｅ
ｒ
・
ブ
ロ
グ
を
使
っ
た
広
報
活
動
を
す

る
こ
と
で
、 

よ
り
人
々
が
図
書
館
に
親
し

み
を
感
じ
る
よ
う
に
心
を
配
っ
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
に
と
っ
て
利
用
者
は
大
き
な
潜

在
力
で
あ
り
、
図
書
館
を
発
展
さ
せ
、 

支

援
し
て
く
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ど

ん
な
情
報
が
必
要
か
、 

何
に
興
味
が
あ
る

か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
最
高
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
お
客
様
と
、
良
い
双

方
向
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、 

お
客
様
の
満
足
度
が
上
が
り
ま

す
。
サ
ー
ビ
ス
は
良
く
な
り
、 

お
客
様
は

図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
口
コ
ミ
を

広
め
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
「
図
書
館
は
こ
れ
か
ら
も
人
に
必
要
と

さ
れ
る
か
？
」
と
よ
く
尋
ね
ら
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
に
お
い
て
は
、 

居

心
地
が
良
く
、
人
が
出
会
い
、 

情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
魅
力
的
な
場
で
あ
る
べ

き
で
す
。

　
改
革
の
た
め
に
は
自
ら
打
っ
て
出
ま

し
ょ
う
。
間
違
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
失
敗
の
中
に
学
び
が
あ
り
ま

す
。
常
に
一
歩
先
を
！

【
講
演
内
容
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
】

平
成
二
十
五
年
度
京
図
連
協
役
員
体
制

会
　
長
　

麻
田
　
和
美
（
南
丹
市
立
中
央
図
書
館
）

副
会
長
　

塩
見
　
裕
（
与
謝
野
町
立
図
書
館
）

理
　
事
　

大
槻
　
政
美
研
修
研
究
委
員
会
委
員
長

（
京
田
辺
市
立
中
央
図
書
館
）、
西
村
　
隆

相
互
協
力
委
員
会
委
員
長
（
京
都
府
立
図

書
館
）、
仲
田
　
義
明
広
報
委
員
会
委
員

長
（
京
都
市
岩
倉
図
書
館
）、
佛
円
　
清
太

郎
（
京
都
市
醍
醐
中
央
図
書
館
）、
玉
城
　

玲
子
（
向
日
市
立
図
書
館
）、
岸
　
均
（
久

御
山
町
立
図
書
館
）、
原
田
　
茂
弘
（
木
津

川
市
立
中
央
図
書
館
）、
塩
見
　
英
世
（
福

知
山
市
立
図
書
館
中
央
館
）、
山
本
　
文

雄
（
宮
津
市
立
図
書
館
）

平
成
二
十
五
年
度
専
門
委
員
会
委
員
一
覧

○
研
修
研
究
委
員
会

菅
沼
　
夏
子
（
長
岡
京
市
立
図
書
館
）、
出

口
　
宏
子
（
八
幡
市
立
八
幡
市
民
図
書

館
）、
奥
山
　
一
紀
（
宇
治
田
原
町
立
図
書

館
）、
山
岡
　
好
美
（
木
津
川
市
立
中
央

図
書
館
）、
河
西
　
聖
子
（
精
華
町
立
図
書

館
）、
鵜
飼
　
弘
子
（
亀
岡
市
立
図
書
館
中

央
館
）、
四
方
　
希
友
（
福
知
山
市
立
図
書

館
中
央
館
）、
竹
之
内
　
英
子
（
舞
鶴
市
立

西
図
書
館
）、
岡
本
　
知
子
（
宮
津
市
立
図

書
館
）、
田
中
　
せ
つ
子
（
京
都
市
伏
見
中

央
図
書
館
）、
林
下
　
ち
あ
き
（
京
都
ラ
イ



（4）

　
「
京
都
に
関
す
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
総
合
資
料
館
へ
」

京
都
府
立
総
合
資
料
館
　
大
瀧
　
徹
也 

　
総
合
資
料
館
は
今
年
、
開
館
五
十
周
年

を
迎
え
ま
す
。
昭
和
三
十
八
年
十
一
月
に

開
館
し
、
現
在
は
図
書
館
機
能
と
文
書
館

機
能
を
併
せ
も
つ
「
京
都
に
関
す
る
専
門

資
料
館
」
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
七
年
度
の
新
館
開

館
を
目
指
し
て
、
今
年
は
新
総
合
資
料
館

（
仮
称
）
の
新
築
工
事
も
始
ま
り
ま
す
。

　
ひ
と
つ
の
節
目
に
あ
る
総
合
資
料
館
で

す
が
、
一
体
何
が
あ
る
施
設
な
の
？
と
い

う
疑
問
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

総
合
資
料
館
が
ど
の
よ
う
な
所
で
あ
る
の

か
、
簡
単
に
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
総
合
資
料
館
は
、
京
都
に
関
す
る
資
料

を
総
合
的
に
収
集
し
、
保
存
し
、
展
示
し

て
調
査
研
究
等
一
般
の
利
用
に
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
施
設
で
す
。
資
料
を
半

永
久
的
に
保
存
し
て
、
後
世
に
残
す
こ
と

を
第
一
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
個
人
貸
出

を
行
っ
て
い
な
い
の
が
特
徴
で
す
。
そ
の

た
め
、
図
書
館
間
相
互
貸
借
も
所
蔵
資
料

の
一
部
に
限
っ
て
い
ま
す
。

　
貸
出
を
し
な
い
の
な
ら
ば
他
に
何
が
で

き
る
の
？

　
総
合
資
料
館
で
は
、
貸
出
の
代
わ
り
に

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
寄
せ
ら
れ
た
相
談
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
と
、「
京
都
の
住
所
で
《
上
ル
下
ル
》
が
使

わ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
」、「
昭
和
八
年
頃

ト
ハ
ウ
ス
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）、
若
林
　

正
博
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）、
山
下
　

秀
樹
（
京
都
府
立
図
書
館
）

○
相
互
協
力
委
員
会

岡
本
　
三
容
子
（
向
日
市
立
図
書
館
）、
岡

井
　
一
代
（
城
陽
市
立
図
書
館
）、
内
海
　

重
幸
（
久
御
山
町
立
図
書
館
）、
鈴
木
　
浩

史
（
井
手
町
図
書
館
）、
前
原
　
英
子
（
南

丹
市
立
中
央
図
書
館
）、
後
藤
　
裕
美
（
綾

部
市
図
書
館
）、
瀬
戸
　
真
由
美
（
与
謝
野

町
立
図
書
館
）、
亀
田
　
真
奈
美
（
京
丹
後

市
立
峰
山
図
書
館
）、
吉
村
　
麻
（
京
都
市

中
央
図
書
館
）、
小
篠
　
景
子
（
京
都
府
立

総
合
資
料
館
）、
堀
　
奈
津
子
（
京
都
府
立

図
書
館
）

○
広
報
委
員
会

村
重
　
あ
ゆ
み
（
宇
治
市
中
央
図
書
館
）
、

釘
本
　
容
子
（
京
田
辺
市
立
中
央
図
書
館

北
部
分
室
）
、
河
田
　
美
奈
子
（
舞
鶴
市

立
東
図
書
館
）
、
井
上
　
孝
子
（
京
都
市

左
京
図
書
館
）
、
池
田
　
澄
美
（
京
都
府

立
総
合
資
料
館
）
、
濱
口
　
祐
巳
子
（
京

都
府
立
図
書
館
）

京
都
府
教
育
委
員
会
と
の
共
催
事
業

◎
第
二
回
子
ど
も
読
書
本
の
し
お
り
コ
ン

テ
ス
ト
表
彰
式

　
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
日
（
土
）

　
ル
ビ
ノ
京
都
堀
川
　

◎
第
二
回
子
ど
も
読
書
本
の
し
お
り
コ
ン

テ
ス
ト
巡
回
展

　
京
都
府
立
図
書
館
を
皮
切
り
に
府
内
図

　
書
館
等
を
巡
回

平
成
二
十
五
年
度
研
修
計
画

◎
臨
時
研
修
会

　
平
成
二
十
五
年
十
月
四
日
（
金
）

　
　
　
午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で

　
場
所
　
京
都
府
立
図
書
館
　

　
講
師
　
仲
田
　
義
明
広
報
委
員
会
委
員
長

　
内
容
　
「
武
雄
市
図
書
館
か
ら
何
を
学
ぶ
か
」

◎
北
部
会
場

　
平
成
二
十
五
年
十
二
月
六
日
（
金
）

　
場
所
　
み
や
づ
歴
史
の
館
　

　
講
師
　
高
橋
　
真
太
郎
氏

（
鳥
取
県
立
図
書
館
）

　
内
容
　
「
公
共
図
書
館
か
ら
で
き
る
学

　
　
　
　
校
図
書
館
支
援
（
仮
）
」

◎
中
部
会
場

　
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日
（
金
）

　
　
　
午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で

　
場
所
　
京
都
府
立
図
書
館
　

　
講
師
　
眞
野
　
節
雄
氏

（
日
本
図
書
館
協
会
資
料
保
存
委
員
会
委
員
長
）

　
内
容
　
「
水
濡
れ(

水
損)

資
料
へ
の

　
　
　
　
対
処
法
（
仮
）
」

◎
南
部
会
場

　
平
成
二
十
六
年
二
月
頃

　
場
所
　
精
華
町
立
図
書
館

　
講
師
　
渡
邊
　
斉
志
氏

(

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館)

　
内
容
　
「
こ
れ
か
ら
の
公
共
図
書
館
の

　
　
　
存
在
意
義
を
考
え
る
　
第
二
回
―

　
　
　
住
民
自
治
と
図
書
館
（
仮
）
」

の
市
電
の
路
線
図
を
見
た
い
」、「
丹
波
の
日

吉
座
に
つ
い
て
知
り
た
い
」、「
大
正
時
代
に

存
在
し
た
舞
鶴
銀
行
に
つ
い
て
知
り
た
い
」、

「
昭
和
二
年
に
起
っ
た
丹
後
地
震
に
つ
い
て

調
べ
て
い
る
」、「
御
牧
藩
（
み
ま
き
は
ん
）
に

つ
い
て
知
り
た
い
」、「
精
華
町
に
あ
る
蓮
台

寺
に
つ
い
て
の
資
料
は
あ
る
か
」
な
ど
、
京

都
府
内
全
域
に
関
す
る
質
問
が
あ
り
ま
す
。

　
個
人
貸
出
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
に
必
要
な
参
考
資
料
は
、
常

に
館
内
に
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
利
用
し

た
い
時
は
い
つ
で
も
資
料
を
参
照
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
で
相

談
に
応
じ
る
こ
と
の
で
き
る
施
設
は
、
あ

ま
り
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
総
合
資
料
館
に
寄
せ
ら
れ
た
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
事
例
の
一
部
は
、
国
立
国
会
図
書
館

の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
登
録
し
て
、
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
『
図
書
館
雑
誌
』
九
月
号
の
「
れ

ふ
ぁ
れ
ん
す
三
題
噺
」
に
総
合
資
料
館
の

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
を
掲
載
予
定
で
す
の

で
、
こ
ち
ら
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
総
合
資
料
館
で
は
、
京
都
に
関
す
る
資

料
を
活
か
し
、
様
々
な
相
談
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
ご
紹
介
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
古
文
書
や
京
都
府
が
作
成
し

た
公
文
書
も
収
集
・
保
存
し
て
い
ま
す
。

　
「
京
都
に
関
す
る
こ
と
は
総
合
資
料
館

へ
」
を
合
言
葉
に
、
京
都
関
係
の
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
で
お
困
り
の
際
は
是
非
、
総
合
資

料
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


